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「
あ
、
石
像
が
あ
る
よ
」「
陽
の
光
が
当
た
っ

て
幻
想
的
だ
ね
」。
大
き
な
石
の
上
に
鎮
座
す

る
石
仏
に
、
優
し
く
木
漏
れ
日
が
差
し
込
み
ま

す
。
七
沢
に
あ
る
「
鐘か

ね

ケが

嶽た
け

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
」。
約
3
・
7
㌔
㍍
の
山
道
は
、
古
く
か
ら

富
士
山
を
崇
拝
す
る
浅せ

ん

間げ
ん

信
仰
の
巡
礼
道
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
作
ら

れ
た
石
仏
や
石
塔
が
立
ち
並
ぶ
コ
ー
ス
は
、
心

身
を
癒
や
す
と
さ
れ
、「
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
®
」

と
し
て
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
に
あ
る

浅せ
ん

間げ
ん

山さ
ん

七な
な

澤さ
わ

神
社
と
共
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
が

定
期
的
に
清
掃
や
伐
採
な
ど
を
し
て
維
持
し
て

い
ま
す
（
４
・
５
面
に
関
連
記
事
あ
り
）。

　

市
内
の
山
や
森
を
案
内
す
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
案
内
人
の
横
山
浩ひ

ろ

久ひ
さ

さ
ん
（
74
・
七
沢
）

は
「
厚
木
に
は
市
が
指
定
す
る
コ
ー
ス
だ
け
で

も
８
カ
所
あ
り
ま
す
。
若
葉
の
輝
き
は
こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
魅
力
な
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
ほ
し
い
」
と
勧
め
ま
す
。
緑
が
ま
ぶ
し
い
６

月
。
心
身
を
癒
や
し
に
、
厚
木
の
山
へ
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問
観
光
振
興
課
☎
225
‒
２
８
２
０

アプリは「マチイロ」 ネットは「マイ広報紙」

観光協会や観光案内所で配布中

市内の
ハイキングコース

厚木大山ハイカーズガイド

歴史の道を訪ねて
鐘
かね

ケ
が

嶽
たけ

ハイキングコース
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　市が発行するハイカーズガイド
(　でダウンロード可）では、初
心者から健脚な方まで楽しめる市
指定の八つのコース(上図）を写
真付きで紹介しています。
　市では、ハイキングコースを観
光客誘致の重要な観光資源として
捉え、今後もさらなる整備・活用
を進めていきます。

コースへの行き方や周
辺の観光情報も掲載



２

　防災行政無線で放送している災害情報な
どを、メールマガジンでも
配信しています。災害時に
情報を素早く入手するため
に登録をしておきましょう。

　

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
台
風
10
号
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
を
27
人
出
す
な
ど
、
全
国

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
中
で

も
、岩
手
県
岩
泉
町
で
は
、高
齢
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
被
災
。
避
難
の
遅
れ
か
ら
入
所

者
９
人
全
員
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

逃
げ
遅
れ
な
い
た
め
に
は
、
い
ち
早
い
情

報
の
入
手
と
的
確
な
判
断
が
必
要
で
す
。
市

で
は
災
害
時
、
被
害
状
況
に
合
わ
せ
た
情
報

①市内全域をカバー。どこにいても受信可能
②聞きそびれても最新の放送を自動録音
③AM・FMの他、緊急時は市の放送を優先

《対象》市内在住の方・事業所・団体
《費用》１台4000円《配布方法》危機管理課で代金を引き換えに配布
《配布台数》500台   《配布予定日》９月以降
申危機管理課または公民館にある申込書（ からダウンロード可）
に必要事項を書き、６月30日（必着）までに危機管理課または公民
館に直接または郵送で〒243-8511危機管理課へ。抽選。

　風水害における死亡事
故の最も大きな原因は

「逃げ遅れ」です。逃げ遅れは、「まさか
自分は被害に遭わないだろう」という油
断から生まれます。ハザードマップで災
害時の危険性を確認し、自分を守る行動
を考えておきましょう。最近は、100年・
150年に一度と言われるような記録的豪雨
や台風が頻発していますが、これらの風
水害は、突発的に起こる地震と違い、予
報や雨の降り方などからある程度予測で
きます。情報を自ら積極的に収集し、少
しでも異常や危険を感じたら、早めの自
主避難や浸水時の上階への避難といった、
迅速な行動につなげましょう。風水害時
の避難のタイミングや方法は、地域や家
族構成によってさまざまです。行政から
の指示をただ待つのではなく、各々の状
況によって、どの段階で準備・避難を始
めるのかを時系列順にまとめた独自のタ
イムラインを考えておくことも、逃げ遅れ
ないための秘

ひ

訣
け つ

です。

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
確
実
に
入
手

で
き
る
環
境
を
整
え
、
い
つ
、
ど
ん
な
行
動

を
取
る
べ
き
か
を
日
頃
か
ら
想
定
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

状
況
に
応
じ
た
避
難
行
動
を

　

風
水
害
時
な
ど
で
市
が
発
令
す
る
情
報
に

は
、「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
と

「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
（
緊

急
）」
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
（
右

中
欄
参
照
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
避

難
情
報
が
持
つ
意
味
合
い
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
道
路

が
冠
水
し
て
か
ら
の
避
難
は
、

側
溝
に
足
を
取
ら
れ
る
恐
れ
が

あ
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。
指
示
が
出
て
い

な
い
場
合
で
も
、
状
況
に
応
じ
て
避
難
を
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
避
難
に
援
助
や
時
間
を

要
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
は
、

早
め
に
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
こ
れ
ら
の
避
難
情
報
や
被
害
状
況

を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無
線
、

広
報
車
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン（
左
中
欄
参
照
）、

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
放
送
（
テ

レ
ビ
神
奈
川
）
や
ラ
ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
・

Ｆ
Ｍ
カ
オ
ン
）で
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

天
候
や
地
域
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ

え
に
く
い
と
い
う
声
に
応
え
る
た
め
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
有
償
配
布
も
実
施
し
て
い
ま
す

（
右
下
参
照
）。
情
報
が
得
ら
れ
ず
逃
げ
遅
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
情
報
を
入
手
す
る

方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
が
持
つ
危
険
性
を
確
認

　

平
成
27
年
９
月
に
発
生
し
た
関
東
・
東
北

豪
雨
は
、
茨
城
県
常
総
市
で
死
者
を
２
人
出

し
、
３
０
０
０
戸
以
上
の
住
宅
が
浸
水
す
る

な
ど
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
神
奈
川
県
は
３
月
、
相
模

川
と
中
津
川
の
洪
水
浸
水
想
定
を
見
直
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
１
０
０
年
～
１
５

０
年
に
一
度
発
生
す
る
降
雨
」
に
加
え
、「
近

年
の
被
害
で
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降

雨
」
の
想
定
を
発
表
。
浸
水
被
害
の
範
囲
や

浸
水
継
続
時
間
な
ど
を
表
す
想
定
区
域
図

を
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
市
で
も
、
恩
曽
川

の
洪
水
・
浸
水
の
想
定
区
域
図
を
新
た
に
作

成
。
相
模
川
、
中
津
川
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
恩
曽
川
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
れ
ぞ

れ
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
各
公
民
館
や
ア

ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
な
ど
に
も
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
地
域
の
洪
水
浸
水
想
定
箇
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
県
で
は
こ
の
他
、
荻
野

川
や
小
鮎
川
、
玉
川
、
細
田
川
に
つ
い
て
も

見
直
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
洪
水
・
浸
水
情
報
や
災
害
時
の

情
報
伝
達
方
法
、
状
況
に
応
じ
た
避
難
方
法

な
ど
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
反
映
し
、
公
表

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
自
分

の
職
場
や
居
住
地
域
の
危
険
箇
所
を
確
認

し
、
避
難
の
ル
ー
ト
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
逃
げ
遅
れ
て
手
遅
れ
と
な
る
前

に
、
行
政
の
情
報
な
ど
を
活
用
し
、
日
頃
か

ら
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
☎
225‒

２
１
９
０

　

河
川
ふ
れ
あ
い
課
☎
225‒

２
３
８
０

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
備
え
を

「
逃
げ
遅
れ
」
で
命
を
失
わ
な
い
た
め
に

　

梅
雨
入
り
す
る
６
月
か
ら
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
８
月
・
９
月
ご
ろ
ま
で
は
風
水
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

道
路
の
冠
水
や
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
を
引
き
起
こ
す
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
必
要
な
準
備

や
知
識
を
確
認
し
て
お
き
し
ょ
う
。

風水害では倒木などの思わぬ事故も発生する

「自分は大丈夫」ではなく「被害に遭
うかもしれない」という心構えを

市が発令する避難情報

メールマガジン登録受付中

Zoom Up

人的被害の発生またはその恐れ有り。直ちに
安全な場所へ避難を開始

避難指示（緊急） 緊急度★★★

河川の氾濫や土砂崩れの危険有り。緊急避難
所へ避難を開始

避難勧告 緊急度★★

避難準備を開始。高齢者などは、この段階か
ら避難を開始

避難準備・高齢者等避難開始 緊急度★

　昨年度実施した防災ラジオの有償配布を、
今年も受け付けます。

問危機管理課☎225-2190

特
徴

株式会社危機管理研究所
危機管理アドバイザー

　国崎 信江さん

登録はこちらから▶

災害情報をメールで配信

防災ラジオ有償配布を受け付け



３ 平成29（2017）年６月１日

みはる野自治会では定期的に花壇の手入れを実施

毎年約2500人が参加する相模川クリーンキャンペーン

残飯を土に還す生ごみ処理器「キエーロ」
を使う七沢希望の丘初等学校の児童たち

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く

地
球
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
快

適
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
未
来
に
残

し
て
い
く
た
め
に
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
で
取
り
組
む
エ
コ
活
動

　

市
内
で
は
、
数
多
く
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
ご
み
拾
い
や
花
壇
の
整
備
な

ど
、
環
境
に
関
わ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で
の
活
動
は
、
参
加

者
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
を
目
に
し
た
方
の
環

境
保
全
へ
の
意
識
や
ま
ち
へ
の
愛
着
心
を
高

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
花
壇
整
備
を
す
る

み
は
る
野
自
治
会
の
副
会
長
・
池
田
浩ひ

ろ

幸ゆ
き

さ

ん
（
37
・
み
は
る
野
）
は
「
皆
で
き
れ
い
な

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
場
所
に
な
れ
ば
」
と
意

気
込
み
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
活

動
を
き
っ
か
け
に
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ

て
、そ
の
他
の
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
公
園
や
河
川
の
ご
み
拾
い
、
落

書
き
消
去
活
動
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開

催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
・
支
援

し
て
い
ま
す
。
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
地
球

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

食
べ
残
し
を
な
く
そ
う

　

環
境
保
全
は
美
化
活
動
な
ど
へ
参
加
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
、
食
べ
残
し
や
調
理
中
の

過
剰
な
廃
棄
に
よ
っ
て
発
生
す
る
「
食
品
ロ

ス
」
で
す
。
ご
み
の
増
加
に
加
え
、
そ
の
処

分
に
は
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
消
費
す

る
な
ど
、
環
境
へ
多
く
の
負
担
を
掛
け
て
い

ま
す
。
市
内
で
出
て
い
る
年
間
約
２
万
６
千

㌧
の
生
ご
み
な
ど
の
う
ち
、
約
６
千
㌧
は
食

品
ロ
ス
。
こ
れ
は
１
日
１
人
当
た
り
、
約
64

㌘
（
食
パ
ン
１
枚
分
）
に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
市
で
は
、
食

品
ロ
ス
削
減
を
打
ち
出
し
、
３
０
１
０
運
動

（
下
欄
参
照
）
の
推
進
、生
ご
み
処
理
機
「
キ

エ
ー
ロ
」（
右
下
写
真
）
を
使
っ
た
環
境
教

育
な
ど
を
支
援
。
食
品
の
計
画
的
購
入
・
消

費
の
重
要
性
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
生
活
か
ら
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い

食
。
食
材
を
買
い
過
ぎ
た
り
、
作
り
過
ぎ
た

り
し
て
余
ら
せ
て
い
な
い
か
、
日
々
の
食
卓

を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
こ
と
か
ら
実
践
を

　
「
環
境
を
守
る
」
と
言
う
と
大
変
な
こ
と

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
照
明
の
こ
ま
め
な

消
灯
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
ご
み
の
正

し
い
分
別
な
ど
、
ほ
ん
の
少
し
の
取
り
組
み

が
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市

で
も
、
３
月
に
地
球
温
暖
化
実
行
計
画
を
改

定
す
る
な
ど
、
地
球
環
境
の
保
全
と
再
生
な

ど
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
球
に
優
し
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
一

人
一
人
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課
☎
225‒

２
７
４
９

地球に優しいまちづくり
できることから始めよう

　限りある資源を効果的に利用する循環型社会の実現を目指して、市では地
域の皆さんや企業、学校などと協力して、ごみの減量化・資源化、美化活動
などに取り組んでいます。６月は環境月間。日々の生活を振り返り、身近な
ところからより良い環境づくりを始めましょう。

Zoom Upあつぎ 元気Wave
CATV 6/16〜放送
一人一人ができる
環境保全活動を紹介

他人ごとにしないで行動を
神奈川工科大学
応用バイオ科学部応用バイオ科学科
教授　鳴

なる

海
み

  明
あきら

 さん

参加者
募集

無 料

　なぜ食品が廃棄がされるのか、生産から消費まで
の過程を食材になりきって体験できます。ゲームを
通して私たちにできることを学んでみませんか。

《日時》７月31日、14時〜15時30分
《会場》あつぎ市民交流プラザ
《対象》�市内在住の小学生と保護者40人程度� �

（未就学児は除く）
申６月30日までに電話で環境政策課へ。
申172032

もったいない鬼ごっこ

問環境政策課☎225-2749

　市では、食べ残しを減らすため、会食な
どの席で最初の30分と最後の10分は自席で
食べる「3010運動」を推進しています。

問環境政策課☎225-2749・薨223-1668・ 3100@city.atsugi.kanagawa.jp
食べ残しを減らそう

　地球温暖化などへの対策が待った
なしの状況の中、環境を守るために
大切なのは、他人事としないで、自

分たちの問題だという意識を持つことです。
　世界には、一人一人の環境保全への意識が高い国
がたくさんあります。例えばヨーロッパ各国では、
電力会社を選択する際、コストが高くついても再生
可能エネルギーを主体とした会社を選択する人たち
が大勢います。幼い頃から環境は守らなければいけ
ないという文化の中で生活し、当事者意識が根付い
ているから、このような行動が自然にとれるのです。
私たちも、まずは地球環境を知ることから始めて、
家庭や学校、企業などでの環境教育を充実させ、一
人一人の意識を高め、地球環境に対する自分なりの
考えを持つことが必要です。
　どんな小さなことからでも構いません。私たちの
地球を守るため、できることから取り組みましょう。

協力店も募集中　　　
　協力店は で紹介するほか、運動のガイドブックや
缶バッジ、ポスターを配布します。
申申込書（ からダウンロード可）に必要事項を書き、
直接またはファクス、Ｅメールで環境政策課へ。

3010運動にご協力を
さんまるいちまる

加盟店のロゴマーク



　
深
い
歴
史
と
自
然
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
七
沢
地
域
に
は
、

明
治
時
代
以
前
か
ら
里
の
人
々
を
見
守
っ
て
き
た
神
社
が

あ
る
。
鐘か

ね

ヶが

嶽た
け

の
山
頂
付
近
に
建
つ
、
浅せ

ん

間げ
ん

山さ
ん

七な
な

澤さ
わ

神
社

だ
。
今
回
は
、
そ
の
存
続
の
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
労

力
を
惜
し
ま
ず
に
地
域
の
宝
を
守
っ
た
９
人
の
総
代
た
ち

の
思
い
に
迫
る
。

　
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
カ
ド
コ
チ
ャ
ッ
チ
ャ
ッ
」―
。

桜
が
舞
い
散
る
神
社
の
境
内
に
、
に
ぎ
や
か

な
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
。
４
月
16
日
、
地

域
の
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
、
七
澤

神
社
の
「
例
大
祭
」
が
開
か
れ
た
。
み
こ
し

を
担
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
や
演

芸
の
ス
テ
ー
ジ
、
屋
台
か
ら
立
ち
上
る
香
ば

し
い
匂
い
な
ど
が
、
集
ま
っ
た
人
々
を
笑
顔

に
し
た
。

　

例
大
祭
は
神
社
が
主
催
す
る
最
も
大
き
な

行
事
で
、
氏う

じ

子こ

総
代
（
※
１
）
の
９
人
が
準

備
を
進
め
、
取
り
仕
切
っ
た
。
地
域
住
民
や

中
学
生
が
描
い
た
行あ

ん
ど
ん灯
が
飾
ら
れ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
道
芸
人
が
招
待
さ
れ

て
い
た
り
と
、
よ
り
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
た
。

　
「
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
て
良
か
っ
た
」。

に
ぎ
わ
う
会
場
を
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
つ

め
る
の
は
、
総
代
代
表
の
黄
金
井
勇
さ
ん

（
68
）。
行
灯
に
明
か
り
が
と
も
る
こ
ろ
、
そ

う
静
か
に
つ
ぶ
や
き
、
安あ

ん
ど堵
の
表
情
を
浮
か

べ
て
い
た
。

本
殿
の
危
機

　

祭
り
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
の
は
東
丹
沢

七
沢
観
光
案
内
所
近
く
の
遥よ

う
は
い
じ
ょ

拝
所
（
※
２
）

で
、本
殿
は
標
高
５
６
１
㍍
の
鐘
ヶ
嶽
山
中
に

た
た
ず
む
。
も
と
も
と
は
浅
間
神
社
だ
っ
た

が
、
明
治
５
年
に
焼
失
。
翌
年
、
周
辺
の
二
つ

の
神
社
と
合
わ
せ
て
七
澤
神
社
と
改
称
し
、

同
12
年
に
氏
子
た
ち
の
手
で
再
建
さ
れ
た
。

　

麓
の
登
山
口
か
ら
本
殿
ま
で
は
、
直
線
距

離
で
約
１
５
０
０
㍍
あ
る
。狭
い
急
坂
な
ど
も

あ
り
大
人
の
足
で
も
１
時
間
以
上
は
か
か
る

た
め
、参
拝
は
容
易
で
は
な
い
が
、毎
年
正
月

前
に
は
自
治
会
が
持
ち
回
り
で
参
道
を
清
掃

す
る
な
ど
、
地
域
で
大
切
に
し
て
き
た
神
社

だ
。
参
道
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
指
定
さ

れ
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

黄
金
井
さ
ん
は
平
成
22
年
に
総
代
の
役
目

に
就
く
と
、
清
掃
の
た
め
に
初
め
て
本
殿
の

屋
根
に
登
り
、
驚
い
た
。
長
年
の
雨
や
落
ち

葉
が
泥
と
な
っ
て
溜
ま
り
、
屋
根
を
腐
ら
せ

て
い
た
か
ら
だ
。
20
年
来
の
懸
案
事
項
と
聞

き
、本
殿
の
存
続
に
危
機
感
を
募
ら
せ
る
と
、

本
格
的
な
屋
根
の
修
繕
に
取
り
掛
か
る
こ
と

を
決
意
し
た
。

切
り
開
い
た
山
頂
へ
の
道

　

修
繕
に
は
大
量
の
資
機
材
の
運
搬
を
要
す

る
た
め
、
作
業
用
モ
ノ
レ
ー
ル
の
敷
設
が
必

須
だ
っ
た
が
、
当
初
は
多
額
の
費
用
を
懸
念

し
て
反
対
す
る
声
も
あ
っ
た
。
一
部
に
は
、

本
殿
を
下
に
移
動
す
る
提
案
も
あ
っ
た
と
い

う
。「
神
社
は
長
年
、み
ん
な
の
心
の
拠
り
所

と
な
っ
て
き
た
地
域
の
宝
。
軒
並
み
な
ら
ぬ

苦
労
を
し
て
建
て
た
先
代
た
ち
の
た
め
に

も
、
こ
の
場
所
で
守
っ
て
い
く
べ
き
」
と
考

え
て
い
た
黄
金
井
さ
ん
は
、
全
員
の
賛
成
に

こ
だ
わ
り
周
囲
を
説
得
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
敷

設
が
決
定
し
た
の
は
、
３
年
後
だ
っ
た
。

　

モ
ノ
レ
ー
ル
は
、施
工
業
者
に
一
任
す
れ
ば

完
成
を
待
つ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
黄
金

井
さ
ん
た
ち
は
、
レ
ー
ル
を
敷
く
道
を
自
力

で
作
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
費
用
を
抑
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
保
護
の
た
め
樹
木

の
伐
採
が
最
小
限
で
済
む
よ
う
に
し
た
か
っ

た
か
ら
だ
。山
頂
ま
で
登
っ
て
は
下
り
る
こ
と

を
繰
り
返
し
、
最
善
と
思
わ
れ
る
全
長
約
６

０
０
㍍
の
ル
ー
ト
を
決
め
る
と
、そ
の
道
中
に

生
え
て
い
る
木
々
を
自
分
た
ち
で
伐
採
し
た
。

　

道
の
な
い
山
の
中
を
は
っ
て
登
り
、
木
を

切
る
の
は
困
難
の
連
続
だ
っ
た
。
40
度
近
い

傾
斜
で
は
滑
る
上
に
、
フ
ジ
の
木
な
ど
は
ツ

ル
が
絡
ま
っ
て
簡
単
に
は
倒
れ
な
か
っ
た
。

　

モ
ノ
レ
ー
ル
が
山
頂
ま
で
到
達
し
た
の

は
、
26
年
10
月
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
着
点
と

な
る
林
道
か
ら
本
殿
ま
で
を
、
片
道
約
15
分

で
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
屋
根
　

　

27
年
の
秋
か
ら
、
地
元
の
大
工
や
板
金
職

七
沢
の
守
り
人

特集

人
に
よ
る
屋
根
の
修
繕
が
始
ま
っ
た
。
黄
金

井
さ
ん
た
ち
は
、
剥
が
し
た
屋
根
の
ト
タ
ン

な
ど
、
３
㌧
以
上
も
の
廃
材
を
モ
ノ
レ
ー
ル

で
何
度
も
往
復
し
て
運
び
下
ろ
し
た
。
１
日

が
か
り
の
作
業
が
続
き
く
た
く
た
に
な
っ
た

が
、
徐
々
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
神
社
の

姿
と
、「
ぜ
ひ
神
社
を
守
っ
て
欲
し
い
」
と
活

動
を
後
押
し
す
る
地
域
の
人
々
か
ら
の
声
に

励
ま
さ
れ
た
。

　

28
年
３
月
、
構
想
か
ら
５
年
以
上
の
月
日

を
経
て
屋
根
の
工
事
が
完
了
。
新
し
く
銅
板

で
覆
わ
れ
た
屋
根
が
日
の
光
を
浴
び
て
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
９
人

は
「
も
う
心
配
な
い
。
や
っ
て
き
て
良
か
っ

た
」と
達
成
感
を
か
み
締
め
た
。
11
月
に
は
、

本
殿
の
隣
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

守
り
人
の
務
め

　

モ
ノ
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
山
の

中
腹
で
の
作
業
も
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
黄

金
井
さ
ん
た
ち
は
倒
木
の
恐
れ
の
あ
る
樹
木

の
伐
採
な
ど
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
も
あ

る
参
道
の
整
備
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
る
。

「
今
後
は
、ハ
イ
カ
ー
や
参
拝
者
た
ち
の
た
め

の
ト
イ
レ
の
設
置
に
最
優
先
で
取
り
組
み
た

い
」「
参
道
の
途
中
に
は
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ

を
作
り
、
山
頂
付
近
は
部
分
的
に
伐
採
し
て

見
晴
ら
し
を
良
く
し
よ
う
」
と
新
た
な
目
標

に
も
意
欲
は
尽
き
な
い
。

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
守
り
、
訪
れ
る
人
た

ち
に
地
域
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

七
沢
の
守
り
人
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
心
を
一

つ
に
力
を
合
わ
せ
、
里
の
宝
を
後
世
に
つ
な

い
で
い
く
。

鐘ヶ嶽エリア 周辺ＭＡＰ

鐘ヶ嶽山頂付近で参拝者やハイカーを迎える浅間山七澤神社本殿。修繕前の屋根（右上・中央）と、修繕後の屋根（右下）

森の里中学校美術部の生徒たちが行灯の制作を手伝った

倒木の危険があった参道のモミの木を伐採する黄金井さん

▲屋根修復の記念碑
◀︎行灯に絵を貼る準備

例大祭前日、みこしの準備をす
る総代の古根村さん

屋根を修復するためモノレールで機材を運んだ

屋根だけでなく、本殿の中の清掃も進めている

子どもたちのみこしが境内を練り歩いた

長さ５㍍にも及ぶ例大祭の大行灯は、地域に住む越
お

智
ち

さん（右）がデザイン 例大祭当日の遥拝所入口

守り人の活動を紹介

あつぎ 元気Wave
ケーブルTV６/1〜

問観光振興課☎225-2820

（
※
１
）総
代
…
地
域
の
神
を
祭
る
氏
子
の
中
か

ら
、
神
社
を
維
持
す
る
た
め
に
選
ば
れ
た
人

（
※
２
）遥
拝
所
…
離
れ
た
場
所
か
ら
神
仏
な
ど

を
拝
む
た
め
に
設
け
ら
れ
た
場
所

アクセス
厚木バスセンター９番乗り場
七沢行きバス
「広沢寺温泉入口」下車
※伊勢原駅、愛甲石田駅からも
七沢方面のバスあり

45 平成29（2017）年６月１日
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地
域
に
伝
わ
る
習
わ
し
を
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
、
玉
川
地
区
文
化
振
興
会
が
４
月
30
日
、
地
区

内
の
田
ん
ぼ
で
、「
せ
ん
み
凧
」
の
た
こ
揚
げ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
親
子
連
れ
な
ど
約
１
５
０

人
が
集
ま
り
、
色
鮮
や
か
な
せ
ん
み
凧
を
青
空
に

舞
い
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　

せ
ん
み
凧
は
、
せ
み
の
形
を
模
し
た
横
60
㌢
、
縦
30
㌢
ほ

ど
の
た
こ
で
す
。
玉
川
地
区
で
昔
か
ら
子
ど
も
の
成
長
を
祝

い
、
５
月
の
節
句
に
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
地
域
の
文
化
振
興
を
よ
り
一
層
深
め
よ
う
と
行
わ

れ
、
今
年
で
16
回
目
。
参
加
者
ら
は
、
せ
ん
み
凧
の
継
承
に

取
り
組
む
「
玉
川
せ
ん
み
凧
保
存
会
」
の
皆
さ
ん
の
指
導
の

元
、
前
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
竹
ひ
ご
や
和
紙
を
使

い
た
こ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
参
加
し
て

い
た
佐
々
木
弥
英
さ 

ん（
７
）は「
た
こ
揚
げ 

を
し
た
の
は
初
め
て
。 

高
く
揚
が
っ
て
く
れ

て
楽
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

ア
ユ
漁
の
解
禁
や
梅
雨
入

り
、
夏
の
行
楽
・
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
厚
木
・
海
老

名
・
座
間
３
市
の
消
防
本
部

が
５
月
15
日
、
相
模
川
大
堰

周
辺
で
水
難
救
助
合
同
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。　
　

　

訓
練
は
、
川
を
遊
泳
中
の

男
性
と
救
助
を
試
み
た
男
性

の
２
人
が
流
さ
れ
、
行
方
不

明
と
な
っ
た
水
難
事
故
を
想

定
。
各
市
の
消
防
隊
が
救
命

ボ
ー
ト
を
出
動
さ
せ
、
水
難

救
助
隊
員
が
潜
水
し
要
救
助

者
を
検
索
し
ま
し
た
。
約
2
時
間
の
訓
練
で
、
各
市
と
の
水

難
事
故
発
生
時
の
協
力
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
水
難
事
故
の
出
動
件
数
は
５
件
で
、
内
３
件
は
近

隣
市
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
頃
か
ら
事

故
の
件
数
が
増
加
し
、
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
７
月
・
８
月
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

消
防
本
部
は
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

心
肺
停
止
な
ど
の
救
急
事
案
が

発
生
し
た
際
、
地
域
住
民
が
救
急

現
場
に
駆
け
つ
け
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
、
応
急
手
当
を

行
う
住
民
組
織
「
市
民
救
命
サ

ポ
ー
ト
隊
」
が
宮
の
里
中
央
自
治
会
で
結
成
し
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
隊
は
、
平
成
26
年
に
県
内
で
初
め
て
森
の
里
自

治
会
で
発
足
し
、
宮
の
里
自
治

会
で
県
内
２
例
目
と
な
り
ま
す
。 

地
域
で
の
災
害
時
に
お
け
る
防

災
意
識
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
結
成
に
至

り
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
の
発
足
式
で
、
落

合
穂
積
隊
長（
68
）は
「
災
害
時

に
は
、
多
く
の
住
民
が
救
助
を

必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
皆
で
備
え
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
今
後
は
、
年

に
２
回
訓
練
を
実
施
し
て
、
万

が
一
の
出
動
に
備
え
ま
す
。

　

学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
協

働
で
学
校
づ
く
り
を
進
め
る 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」の

全
市
立
小
・
中
学
校
で
の
展
開

に
向
け
、
市
教
育
委
員
会
が
５

月
10
日
・
11
日
、
教
職
員
な
ど

を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
校
長
や
教
頭
ら
１

１
４
人
が
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
制
度
や
現

状
、実
例
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
は
、 

文
部
科
学
省
が
定
め
る
「
次
世
代
の
学
校
・
地
域
」創
生
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
取
り
組
み
の
一
つ
。
保
護
者
や
地
域

住
民
が
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運
営
に
当
た

り
、
学
校
の
応
援
団
と
し
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
26
年
度
に
、相
川
・
戸
田
小
学
校
と
相
川
中
学

校
の
３
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
。

30
年
度
ま
で
に
全
市
立
小
・
中
学

校
36
校
に
導
入
し
ま
す
。

街のNEWSNEWS

！

ピト ！
あつ

　

働
き
方
改
革
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
に
ぎ

わ
し
て
い
る
言
葉
の
一
つ
で
す
。
慢
性
化

す
る
長
時
間
労
働
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
働
き
手
不
足
を
受
け
、
政
府
が
進
め

る
「
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
で
導
入
し
た

の
が
「
あ
つ
ぎ
ス
マ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
宣
言
」

で
す
。
上
司
が
仕
事
を
無
駄
な
く
手
際
よ

く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
職
員
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。新
年
度
に
入
り
、

私
や
副
市
長
、
教
育
長
を

は
じ
め
と
し
た
36
人
の
幹

部
が
宣
言
書
に
署
名
。
さ

ら
に
各
課
長
も
職
場
の
仲

間
た
ち
と
共
に
目
標
を
宣

言
し
、
風
通
し
の
良
い
職

場
づ
く
り
を
誓
い
ま
し
た
。

　

部
下
の
育
児
を
支
援
す

る
イ
ク
ボ
ス
が
全
国
に
広

が
る
中
、
イ
ク
ボ
ス
に
限

ら
な
い
幅
広
い
働
き
方
を

改
革
す
る
の
が
ス
マ
ー

ト
・
ワ
ー
ク
で
す
。こ
う
し
た
考
え
を
消
防

や
病
院
、保
育
所
ま
で
共
有
し
、宣
言
す
る

の
は
全
国
で
も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
改
革
を
追
求
す
る
と
、
職
員
の
負

担
が
増
え
て
し
ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を

抱
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
負
担
は
職
場

で
補
い
合
え
ば
緩
和
で
き
る
も
の
で
す
。

職
員
一
人
一
人
の
効
率
の
良
い
仕
事
と
充

実
し
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
仕
事
の
生
産
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

し
っ
か
り
と
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幹部職員とスマート・ワーク宣言

「せんみ凧
たこ

」天高く 水難事故に備え救助の連携を強化

地域でつなぐ命のバトン 学校・保護者・地域が連携した学校づくり

玉川地区で伝統のたこ揚げ大会 相模川で合同救助訓練を実施

宮の里中央自治会に救命サポート隊発足 コミュニティ・スクール研修会を開催

ア ツ ギ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

Ｎ
ニュージーランド

Ｚ女子ラグビー 
代表チームが優勝
　今年の３月と４月に荻
野 運 動 公 園 で 合 宿 を
行 っ て い た Ｎ Ｚ 代 表
チーム「ブラック・ファー
ンズ・セブンズ」。４月
22日から23日まで北九州

市で開催された「HSBCワールドラグビーセブンズシリーズ大
会」に出場しました。チームは初戦から順当に勝ち進み、迎え
たカナダとの決勝戦では、終了間際に逆転トライを決め17対14
で勝利。合宿の成果をいかんなく発揮し、見事優勝を果たしま
した。大会後、チームの中心メンバーとして活躍したナイル・
ウィリアムズ選手（29）は「合宿中、私たちを応援してくれた
厚木市の皆さんには心から感謝します。素晴らしい場所と素晴
らしい人たちのおかげで、最高の成績を収めることができまし
た」とメッセージを送ってくれました。市では引き続きチーム
を支援し、ＮＺとの交流を深めていきます。

潜水中の隊員に検索区域を指示青空に舞う「せんみ凧」

教職員ら114人が講師の話に真剣に耳を傾けた

発足式では救命への決意を新たに誓った

2020年東京オリンピック・パラリンピック（東京五輪）に向けて、ホスト
タウンとなったニュージーランドとの交流事業を紹介します。

鋭いタックルを決めるNZ選手

問企画政策課☎225-2451
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みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

アミューあつぎに
「夢

ゆめ

未
み

市
いち

」が特別出店
　6月17日、10時～14時。アミュー
あつぎ。JAあつぎファーマーズ
マーケット「夢未市」が特別出店。
朝採れの新鮮な野菜や厚木産の米

「キヌヒカリ」などの販売。問商業
にぎわい課☎225-2834。 G 1

七沢自然ふれあいセンターの催し
①ステップアップキャンプ
　7月26日～28日、10時～翌々日15
時（2泊3日）。七沢自然ふれあいセ 
ンター。川遊び、キャンプファイヤー、
アウトドアクッキングなど。小学
4～6年生30人。5500円（食材費、
保険料、リネン代）。 申172034
②七沢チャレンジキャンプ
　8月14日～18日、10時～（4泊5日）。 
七沢自然ふれあいセンター。小屋
づくりや野外炊事など。小学5年
～中学3年生30人。9500円（食材費、
保険料、リネン代）。 申172035
　申直接、電話またはファクスに
催し名、〒住所、氏名（ふりがな）、
年齢、学年、学校名、電話番号を
書き、①6月30日②7月5日までに
七沢自然ふれあいセンター☎248-
3500・薨248-4708へ。抽選。

心を休めるための
眠りのヒケツ

　6月29日、10時～11時30分。保健
福祉センター。睡眠のメカニズム
と良質な睡眠について学ぶ。市内
在住の方40人。無料。申6月1日か
ら健康づくり課☎225-2201へ。先
着順。 G 10

厚木でホタルを観察しよう
　6月24日、18時30分～20時30分。
ゲンジボタルを観察し、環境保全
などへの理解を深める。定員120
人。無料。申往復ハガキに「ホタ
ル希望」、参加者全員の〒住所、
氏名、年齢、代表者の連絡先を書
き、6月15日（必着）までに〒243-
0003寿 町3-15-26郷 土 資 料 館 ☎
225-2515へ。抽選。場所は当選者
に通知。 申172001 G 1

あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム

　6月14日、11時～12時。鳶尾児童
館。「秘伝！手遊びの秘密☆親子
で楽しむ遊びの時間」をテーマに、
保育士と一緒に子どもの発達を促
す手遊びを学ぶ。申当日直接会場
へ（駐車場はありません）。問福
祉総務課☎225-2252。 G 1

障がい者手作り雑貨展示即売会
　6月1日～30日。10時～21時（30
日は17時まで）。有隣堂厚木店。
市内の事業所などで働く障がいの
ある方が作った製品を販売。問井

せ い

泉
せ ん

憩の家☎241-0866。

男女共同参画週間
　6月23日～29日は「男女共同参画
週間」です。キャッチフレーズは

「男で○、女で○、共同作業で◎」。
全ての人が、職場で、地域で、家
庭で、学校でそれぞれの個性と能
力を発揮できる社会を目指しま
しょう。
■記念映画上映「彼らが本気で編
むときは、」&トークショー
　6月24日、12時20分～15時5分。
アミューあつぎ。映画「彼らが本
気で編むときは、（出演：生田斗真、
桐谷健太ほか）」の上映と、映画
プロデューサーによる「映画が伝
える人権・男女共同参画の大切さ」
がテーマのトークショー。定員
174人。1400円。学生割引などあり。
問市民協働推進課☎225-2215。G 1

「古
ふるのしょう

庄」上古沢の歴史をたずねて
　6月28日（雨天時は30日に順延）、
9時30分～12時30分。バス停「森の
里5丁目」集合。観光ガイドと上古
沢の歴史について学びながら寺社
を巡る。定員25人。500円（資料代、
保険料）。申6月15日までに東丹沢
七沢観光案内所☎248-1102へ。先
着順。 162619 G 1

日本赤十字社水上安全法講習会
　7月8・9・15・16日（全4回）、9
時～17時。荻野運動公園。溺れた

人の救助や応急手当ての方法な
ど。18歳以上で全日程に参加でき、
一定の泳力（詳細は日本赤十字神
奈川県支部ホームページをご覧く
ださい）がある方30人。2200円。
申往復ハガキに講習会名、〒住所、
氏名（ふりがな）、電話番号、学
校名または勤務先を書き、7月2日

（必着）までに〒243-8511福祉総
務課☎225-2200へ。抽選（市内在
住在勤在学の方を優先）。検定合
格 者 に 認 定 証 を 交 付。 申
172030 G 1

陶芸教室
　7月7・14日、8月11日（全3回）。19
時～21時。あつぎ市民交流プラザ。
ビアマグとひら皿を作る。市内在住
在勤で20歳以上の方5人。3400円。申
電話またはファクスに、〒住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話・ファク
ス番号を書き、6月12日までに勤
労者福祉サービスセンター☎206-
4151・薨206-4611へ。抽選。 G 1

国民健康保険料の
納入通知書を発送

　6月中旬に納入通知書を発送しま 
す。期限までに納めてください。
会社などで新たに健康保険に加入
した方は、必要書類をお持ちの上、
国民健康保険の脱退手続きをして
ください。問国保年金課☎225-2122。

納付コールセンターの開設
　コールセンターでは6月1日から
①国民健康保険料②後期高齢者医
療保険料③介護保険料の納付をお
忘れの方に、電話で納付を呼び掛け
ます。コールセンターからＡＴＭ操
作や指定口座への振り込みを指示
したり、自宅へ訪問したりすること
はありません。不審な点がありま
したらお問い合わせください。問
国保年金課①☎225-2123②☎225-
2223③介護福祉課☎225-2393。

65歳以上の方に介護保険
料の納入通知書を発送

　6月中旬に納入通知書を発送し
ます。保険料額や支払い方法など
をご確認ください。年金受給額が
年額18万円以上の方は、年金の定
期支払い（年6回）の際に差し引か
れる特別徴収、年金受給額が年額
18万円未満の方は普通徴収（納付
書または口座振替）で納めていた
だきます。年度途中で65歳になっ
た方や転入した方などは、特別徴
収に切り替わるまで普通徴収にな
ります。安全・便利な口座振替によ
る納付をご利用ください。問介護
福祉課☎225-2393。

児童手当現況届の提出を
　児童手当を受給している方を対
象に継続支給の審査を実施します。
6月上旬に市が送付する現況届の
内容をご確認の上、必要書類を添
えて6月30日（必着）までに直接
または郵送で提出してください。
問子育て給付課☎225-2230。

生産緑地地区の指定
申し出を受け付け

　《事前相談期間》6月5日～16日
（土・日曜を除く）《申し込み期間》
6月19日～23日《場所》都市計画
課《対象》市街化区域内の農地（500
平方㍍以上）で、①平成5年以降
に相続などで新たに所有権を取得
②既指定の生産緑地地区と一体化
または整形化が図られる―のいず
れかを満たす農地。問都市計画課
☎225-2401。

6月1日は「景観の日」
　大きな建物などには法律や市の
条例に基づき、色彩に関するルー
ルが決められています。6月1日は

「景観の日」です。ルールを守っ
て良い景観づくりにご協力くださ
い。問都市計画課☎225-2401。

危険物安全週間
　6月4日～10日は危険物安全週間
です。スローガンは「あなたなら　
無事故の着地　決められる！」。ガ 
ソリンなどは、管理や取り扱いを間 
違えると重大な事故につながりま
す。大切な命を守るため、正しく扱
いましょう。問予防課☎223-9369。

《パブリックコメント》
■（仮称）金田老人憩の家・児童館
複合施設の設置に関する基本方針
　《閲覧期間》6月1日～7月3日《閲
覧場所》介護福祉課窓口、青少年
課窓口、市政情報コーナー、公民
館、本厚木駅・愛甲石田駅連絡所、
保健福祉センター、中央図書館、
あつぎ市民交流プラザ、子育て支
援センター、環境センター、 な
ど《応募資格》市内在住在勤在学
の方または市内で活動する個人・
法人・団体《応募方法》閲覧場所
にある用紙を備え付けの「わたし
の提案」箱に投函するか、直接ま
たは郵送、ファクス、Ｅメールで 
〒243-0815介護福祉課☎225-2224・ 
薨221-1640・ 2230@city.atsugi. 
kanagawa.jpまたは青少年課☎225- 
2581・薨224-9666・ 8700@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　
☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　
＝Eメール　 ＝市ホームページ
G＝GENKIポイント対象事業

マイタウンクラブ
　印の番号で、ウェブ上から詳し
い情報を確認できます。「　申申」
と記されたものは、申し込みも
できます。

6月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

7月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
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インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター 検 索

5月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆高齢者の一人暮らしなどでは、民生委員の重要性がと
ても高いと感じた／70代男性◆高齢者が増えていく中で、
外出支援はとてもいいと思った／40代女性◆自転車の
ルールの勘違いや、よく分かっていなかったことも多かっ
たので、ためになった／30代女性◆ヘルメットの着用を
推進しているが、地域によって着用率にばらつきがある
と感じる。もっと周知してほしい／40代男性◆街のトピッ
クスが分かりやすくまとまっていて良かった／40代男性

　特集の取材で七澤神社の総代の皆さ
んにお世話になりました。代表の黄金

井さんは、伺う度に地域で見られる花や自然の写真を見せて
くださったのですが、「七沢の自然を守る」と書かれた黄金井
さんの指先に、野生のヤマガラが止まっている写真が特に印
象的でした。巣箱を作ったら来るようになったそうですが、
そこまで懐いたことに驚くとともに、黄金井さんの地域への
深い愛情が伺え、活動の原動力を見た気がしました╱山崎



人　口世帯数厚木市の人口

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1804へ。

平成29（2017)年６月１日 ８

　「ピックルルピピロピピロ」と美
しいキビタキの声が聞こえてき
た。耳を澄ましてじっと声の辺り
を見つめていると、中空の枯れ枝
の上でさえずるキビタキがいた。
意外と小さな鳥で、カメラを用意
している間に見逃してしまった
が、まぶしい新緑の輝きが日常の
疲れを忘れさせるコ－ラスだった。

　ふと見上げると、幾重にも重なる
若葉が風に揺れ、すがすがしい空
気と共に美しいキビタキが飛んで
きた。キビタキは４月下旬ごろ渡来
する夏鳥で、山地や丘陵地で繁殖
し、秋に南の国へと渡っていく。
　カエデの枝に止まって素早く虫
を取りこちらを見ていた。今日も
心に残る素晴らしい日だった。

　体長は13.5㌢ほど、雄は眉
び

班
はん

と喉、胸や
腰の部分が黄色の美しいヒタキの仲間。雌
は地味で目立たない色をしている。広葉樹
林でさえずりの声をよく聞く。／飯山白山
森林公園で見つけた。
� 写真・文/吉田文雄

⃝キビタキ⃝
ヒタキ科

　本市出身の若手アーティストを育てるため、新人シンガー発掘オーディションを開催します。
優勝者にはメジャーレコード会社が楽曲を提供。配信デビューができる他、11月26日に文化会
館で開催されるコンサートで、有名アーティストと夢の共演ができます。
� 問文化生涯学習課☎225-2508

22万5414人（前月比420人増）男11万6473人・女10万8941人 9万7537世帯（前月比405世帯増）
（５月１日現在）

第4回 あつぎミュージックフェスティバル

スポーツキャンプ イン 日体大

①市内在住在勤在学②市内の学校
を卒業③活動拠点が市内―のいずれかに
該当する方が半数を占める中学生～30歳
の方で構成されているグループまたは個
人（プロダクションと契約がない方。未
成年者は保護者の同意が必要）

申文化生涯学習課にある応募用紙（ からダウンロード
可）に必要事項を書き、音源１曲分（CD-R）と参加費
1000円を添え、直接または現金書留で６月30日（必着）
までに〒243-8511文化生涯学習課へ（音源は からも応
募可）。一次審査（書類・音源審査）の合格者は８月21
日の二次審査に出場。

参加者
募　集

日本体育大学 世田谷キャンパス
�講話・講義、トレーニングセンターでの実技指導、大学生
とのスポーツ交流など
�スポーツに意欲的に取り組む市内在住在学の小学５・６年
生15人
5000円程度（宿泊費、食事代など）

申往復ハガキに〒住所、氏名、電話番号、性別、学校名、学年、
取り組んでいるスポーツ、保護者氏名（自署）を書き、６月28日（必
着）までに〒243-8511スポーツ推進課へ。抽選。応募は１人１枚。
詳しくは、学校や公民館などにあるチラシや、 をご覧ください。
※８月８日、19時～20時に参加者説明会を開催

内容

対象

費用

目指せ！ 未来のオリンピアン

スポーツを通して大学生と交流

最新のトレーニング設備

対象

　世界で活躍するアスリートの育成を目的に、市と「体育・
スポーツ振興に関する協定」を結んでいる日本体育大学でス
ポーツキャンプを開催します。設備が充実した大学で、トッ
プレベルの講義や実技指導などを体験してみませんか。
　今年は、広島県呉

くれ

市の子どもたちと合同で実施します。

問スポーツ推進課☎225-2531

新人シンガー発掘オーディション 出場者募集
ケーブルTV 6/16〜
あつぎ 元気Wave

8月24日〜25日（１泊２日）期間

場所

第３回オーディション優勝者
高
たか

森
もり

 峻
しゅん

さん（21）
「自分のやりたいことをやろうと、思い切っ
て受けたオーディションは、人生を180度変
えてくれました。皆さんも、自分ができる精
一杯を届けてチャンスをつかんでください」


